
1610 月号

ウォーターランド南条  ☎ 47・3711

★教室紹介③ （プール）～生活改善水中歩行～

　水の特性を活かした水中運動で膝、肩、腰痛の
解消や姿勢の矯正を行います。運動に不安がある
方は、ぜひ、ご参加ください。
○毎週木曜日　14時 20分～

★教室紹介④ （スタジオ） ～ジャンブルダンス～

　様々なジャンルのダンス（ジャズ、ヒップホップ
など）を取り入れ、全身でリズムを楽しむ教室です。
○毎週水曜日 17時～ 子供（初心者向け）
 18時～ 一般（上級者向け）

ウォーターランド通信スポーツの秋！

体を動かすと心も動き出す

待
避
が
で
き
な
い
た
め
、

新
保
駅
と
葉
原
・
山
中

両
信
号
所
に
は
列
車
の

折
返
し
線
と
待
避
路
線

を
あ
わ
せ
持
つ
「
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
」
と
い
う
施

設
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
後
の
北
陸
自

動
車
道
建
設
で
埋
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
山
中

信
号
所
の
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
と
大
桐
駅
ホ
ー
ム
の

遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
杉
津
線
」
の
敦
賀
〜
山
中
峠
間
及
び
湯
尾
峠
に

は
、
レ
ン
ガ
と
石
で
積
み
上
げ
た
十
三
基
の
ト
ン
ネ

ル
が
掘
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
葉
原
〜
山
中
間
に

は
十
基
の
ト
ン
ネ
ル
が
連
続
し
て
お
り
、
坑
内
に
充

満
し
た
蒸
気
機
関
車
の
吐
く
煙
が
窓
を
閉
め
て
も
入

り
込
み
、
夏
は
サ
ウ
ナ
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
機

関
士
に
と
っ
て
も
、
走
行
に
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
煙
と
熱
の
灼
熱
地
獄
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
区
間
は
「
魔
の
ト
ン
ネ
ル
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
単
線
レ
ー
ル
は
撤
去
さ
れ
ま
し

た
が
、馬
蹄
形
の
石
積
は
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、

生
活
道
路
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
最
初
の
鉄
道
開
通
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

の
横
浜
〜
新
橋
間
で
、
二
番
目
は
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
の
神
戸
〜
大
阪
間
、
三
番
目
が
旧
北

陸
線
で
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
の
敦
賀
〜
長

浜
間
開
通
に
始
ま
り
富
山
ま
で
の
延
長
工
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、「
杉
津
線
」
と
呼
ば
れ
た

敦
賀
〜
今
庄
間
は
、
山
ま
た
山
の
難
所
で
あ
り
、
木

ノ
芽
峠
を
避
け
敦
賀
湾
寄
り
の
山
腹
か
ら
山
中
峠
を

貫
通
さ
せ
る
ル
ー
ト
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
数
多

く
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
苦
労
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
日
清
戦
争
に
よ
る
建
設
資
材
の
不
足
や
、
水

害
・
落
盤
・
火
事
な
ど
の
事
故
に
よ
り
ト
ン
ネ

ル
工
事
が
難
航
し
、
着
工
か
ら
三
年
後
の
明
治

二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
貫
通
し
ま
し
た
。

　
「
杉
津
線
」
は
二
十
七
㎞
の
単
線
区
間
で
、

敦
賀
か
ら
山
中
峠
ま
で
を
二
五
七
ｍ
登
り
今

庄
ま
で
一
四
〇
ｍ
降
り
る
と
い
う
急
勾
配
に

加
え
て
カ
ー
ブ
も
多
く
、
現
在
で
は
考
え
ら

れ
な
い
過
酷
な
路
線
で
し
た
。
新
保
・
杉
津
・

大
桐
の
三
駅
と
深
山
・
葉
原
・
山
中
に
信
号

所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
急
勾
配
の

路
線
上
で
は
列
車
の
駐
停
車
や
通
過
列
車
の

まちの
 遺産

伝えたい

旧
北
陸
線
の
鉄
道
遺
産

－

魔
の
ト
ン
ネ
ル
と

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

－

　
明
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）

に
開
通
し
た
旧
国
鉄
北
陸
線

の
敦
賀
〜
今
庄
間（
通
称「
杉

津
線
」）
は
、
昭
和
三
十
七

年
（
一
九
六
二
）、
北
陸
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り

廃
線
と
な
る
ま
で
の
六
十
六
年
間
に
わ
た
り
北
陸

の
産
業
・
経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

火・木曜日 13：00 ～ 21：00　　水・金曜日 10：00 ～ 21：00　　土・日・祝日 10：00 ～ 17：30

営業時間について  【10月～ 11月】

敦

賀

湾

北
陸
ト
ン
ネ
ル

みなみ
いまじょう

いまじょう

ゆのお

つるが

② 山中トンネル

① 湯　  尾
　 トンネル

③
④
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨

⑩

⑪

現存するトンネル
名　称　   長さ(m)

① 湯　　尾 400
② 山　　中 1,194
③ 伊良谷 467
④ 芦　　谷 223
⑤ 曲　　谷 260
⑥ 第二観音寺山 310
⑦ 第一観音寺山 82
解体 河 野 谷 53
⑧ 曽路地谷 399
⑨ 鮒 ヶ 谷 64
⑩ 葉　　原 974
改変 獺 河 内 105
⑪ 樫　　曲 86

山中信号所

葉原信号所

深山信号所

杉 津

新 保

大 桐

新旧の北陸本線とトンネル

現  在  線
旧　　線（廃線）
トンネル（隧道）

山中トンネル


